

















産は）かなりの程度企業間で分業すべきだと思わ   

























要なのです。   











剤，4）抗ガン剤そL・て 5）抗ウイルス薬の開発を   
染弗 正蜜 そめい まさのり  昭和16年千稟県   
松戸市生れ東京大学大学院薬学研究科博士課程修   
了、金沢大学薬学部教授．趣味はテニス，将棋，不   
可能を可能にする合目的的な新反応を空想するこ   
と，対象とする標的化合物群を独創率の高い，限り   





活動から惹起される食料や飲料水の欠乏9 化石燃  
料消費による炭酸ガスや有害ガスの増加と気険変  
動，オゾン層破壊と有害紫外線の増加，生態系の  
破壊，エネルギーの枯渇9 高齢化社会における痴  
呆性老人の増加，心臓血管系障害およびガンによ  
る死亡の増加等々であります。細菌との闘争ほ依  
然として続くでしょうがナ ウイルスとの深刻な戦  
争をする事になるでしょう。スペースコ∵ロニーを   
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53   
するという不可能とも思える五大目標達成を夢と  












































－ － －  －      ■－         －－                       －－  － － －  
食料を作り出す事が出来ますヤ 天険に左右される  
農業から飛躍して，炭酸ガスや一酸化炭素と水か  











熱を燃やすべきだと思いますヰ   
ご㌔・： iこミ：  
検器を一般に普及させた電気屋さんのお蔭でもあ  
る。また，量子化学の発展もコンピューター技術  








外野としてぼ額もしい限りである。   
しかしながら｝ こ丸らの事を考えるキク 自分一  
人の能力をもってして烈世紀に夢を馳せるのは容  






住）有携化学のこと   
現在の有機化学を更に発展きせるためにほ南棟  






③ 情報科学のこと   
研究をするためにほまずアイデアを出さねばな  
らぬが？その板元となるのが文献調査である。し   
荒川 境 あらかゎ やすし  昭和32年東京都生   
れ 北陸大学大学院薬学研究科博士課程修了・北陸   
大学薬学部薬品製造化学教室助手。早稲田大学理工   
学部化学科を卒業酪北陸大学大学院へ進学）晴れ   
て本学第一号の博士号を授与さわた・研究テーマは，  
リン，硫黄を含む有機化食物の合成研究や 趣味ほ将   





ら夕 方能な不老長寿の菜を合成することが南棟合  
成化学者である（？）私にとっての夢であろうが）  







私もその恩恵に浴しているわけであるが，それは   
5格  
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か・私ほそうだと思う．でも研究の目的，狙いは   
現在と大きく変わる事でほあろう．技術に支えら   
れて，生物が生体内で行う反応を体外で，試験管   
内で行うことが目的ということに…‥・。そのため   
にをま益ノ々生体の情報が収集されることになるでし   
ょう。考え，判断する脳の模供物も必要にもなる   
でしょう・高度に逓歩したコンピューターが代用   
かな。代用なんて言えないような進化したものか   










し ょ＝ う．   
やはり，ネタ探しこそ主題であり，世紀が変わ  
っても，それほ変わらないでしょう．  
…   
軸   
インド【／L  
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